
羽生市ぎかいだより���� 平成１９年６月１日 第１７８号

・
質
疑　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
状
況
と
徴
収
率
向
上
対
策
及
び

未
納
者
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
近
隣
市
と
比
較
し
た
状

況
を
伺
い
た
い
。

・
答
弁　
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

平
成
十
八
年
度
の
滞
納
繰
越
額

六
億
四
千
四
百
七
十
四
万
円
は
、

全
庁
的
な
収
税
対
策
が
功
を
奏
し
、

五
憶
七
千
五
百
万
円
ま
で
圧
縮
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
文
書
催
告
等
の

強
化
、
臨
宅
に
よ
る
直
接
納
税
交

渉
、
不
動
産
・
預
貯
金
の
差
押
え

を
集
中
的
に
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

成
果
で
あ
る
。
羽
生
市
の
収
納
率

は
八
十
八
・
二
九
％
で
、
県
下
七

十
市
町
村
中
、
四
十
八
番
目
で
あ

る
。
近
隣
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、

行
田
市
が
五
十
五
位
、
加
須
市
が

五
十
八
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
に
対

す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
健
康
と
暮
ら
し
が
守
ら
れ

る
こ
と
を
基
本
に
、
滞
納
対
策
と

の
整
合
性
を
失
わ
ぬ
よ
う
慎
重
に

対
応
し
て
い
る
。
現
在
、
長
期
滞

納
者
二
百
八
十
人
に
対
し
、
四
カ

月
使
用
で
き
る
短
期
被
保
険
者
証

の
発
行
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
保
険
証
の
更
新
時
に
、
年
三

回
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

　

監
査
業
務
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

監
査
委
員
等
の
増
員
、
あ
る
い
は

外
部
監
査
の
導
入
が
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
際
は
、
都
市
の
規
模
や

財
政
上
の
負
担
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
増
加
は
当
市

で
は
困
難
と
考
え
る
。

　

従
っ
て
、
現
体
制
の
中
で
事
務

の
見
直
し
や
工
夫
等
を
行
い
監
査

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ち
な
み
に
平
成
十
八
年
は
、
財
政

援
助
団
体
等
の
監
査
や
、
従
来
三

年
に
一
回
で
あ
っ
た
市
役
所
各
課

の
定
期
監
査
を
、
二
年
に
一
回
と

す
る
監
査
実
施
時
期
の
短
縮
を

行
っ
た
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
一
号
、
議
案
第
二
十
三

号　○
議
案
第
一
号　

平
成
十
九
年
度

羽
生
市
一
般
会
計
予
算

・
質
疑　

新
年
度
予
算
で
、
企
業

誘
致
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

設
置
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
川
崎

産
業
団
地
が
ほ
ぼ
埋
ま
っ
た
状
態

で
、
受
け
入
れ
を
す
る
ま
と
ま
っ

た
土
地
も
現
状
で
は
思
い
当
た
ら

な
い
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
、
ど

の
よ
う
な
目
的
を
持
つ
も
の
か
。

・
答
弁　
（
企
画
財
政
部
長
）

　

平
成
十
七
年
か
ら
の
県
の
企
業

誘
致
大
作
戦
に
呼
応
し
て
、
各
自

治
体
で
は
専
任
組
織
を
設
置
し
百

八
十
件
を
超
え
る
企
業
誘
致
が
実

現
し
て
い
る
。

　

当
市
と
し
て
も
、
新
た
な
企
業

誘
致
に
よ
る
地
域
活
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
特
に
民
間
企
業
の
ス

ピ
ー
ド
感
に
対
応
す
る
必
要
か
ら

こ
れ
を
所
管
す
る
部
署
を
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

組
織
と
し
て
は
、
平
成
十
九
年

四
月
一
日
よ
り
企
画
財
政
部
内
に

専
任
職
員
を
配
置
し
た
い
。
そ
し

て
こ
の
組
織
が
担
当
す
る
業
務
は
、

大
沼
工
業
団
地
西
側
の
都
市
計
画

法
第
三
十
四
条
八
の
四
に
指
定
さ

れ
て
い
る
北
袋
地
区
へ
の
企
業
誘

致
、
基
本
構
想
の
土
地
利
用
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
羽
生
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
の
企
業
誘
致
、

そ
し
て
羽
生
総
合
病
院
の
移
転
問

題
等
を
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
九
号

○
議
案
第
二
号　

平
成
十
九
年
度

羽
生
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

・
議
案
第
一
号

○
議
案
第
一
号　

平
成
十
九
年
度

羽
生
市
一
般
会
計
予
算

・
質
疑　

新
年
度
予
算
は
、
新
市

長
の
初
め
て
の
予
算
編
成
で
あ
る
。

全
体
的
に
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
腐

心
し
、
そ
の
カ
ラ
ー
は
ど
こ
に
表

れ
て
い
る
と
言
え
る
か
。

・
答
弁　
（
市
長
）

　

新
年
度
予
算
は
一
言
で
い
う
な

ら�
人
を
大
切
に
す
る�
と
い
う

こ
と
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成

を
心
が
け
た
。

　

具
体
的
に
展
開
し
て
い
く
施
策

と
し
て
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

結
婚
相
談
員
の
増
員
、
企
業
内
マ

リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
創
設
等
を

行
う
。
家
族
を
持
つ
こ
と
は
、
人

生
に
生
き
が
い
と
充
実
感
を
も
た

ら
す
。
そ
し
て
子
ど
も
が
ほ
し
く

て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
方
に
対

し
て
は
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
制

度
を
新
設
す
る
。
ま
た
、
高
齢

者
・
障
害
者
対
策
と
し
て
、
福
祉

バ
ス
の
運
行
、
障
害
者
の
居
住
支

援
、
介
護
予
防
生
き
が
い
活
動
支

援
事
業
等
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
市
民
が
羽
生
か
ら
離

れ
る
こ
と
な
く
、
郷
土
愛
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
よ
う
働
く
場
の
確
保

も
図
っ
て
い
く
。
こ
の
た
め
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
室
の
羽
生
開

設
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な

雇
用
を
生
む
た
め
の
企
業
誘
致
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
常
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

蜂
須
直
巳
議
員

小
野
幸
夫
議
員

藤
倉
宗
義
議
員

　

県
内
十
六
市
で
構
成
す
る
都
市

競
艇
組
合
の
収
益
金
の
一
部
は
、

毎
年
各
市
に
交
付
さ
れ
、
市
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
五
千
万
円
の
交
付
金

が
あ
り
ま
し
た
。
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